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怪談ブームを背景に、江戸時代の版元・
鶴屋喜右衛門は、北斎に「百物語」をテ
ーマにした浮世絵の制作を依頼します。

北斎は「お岩さん」「さらやしき」といった今で
もお馴染みの怪談話の登場人物を、独特の筆致で
おどろおどろしくもコミカルに描き出しました。

怪談ブームを背景に、江戸時代の版
元・北斎の「お岩さん」で描かれて
いるのは、「東海道四谷怪談」の大
詰め「蛇山庵室」の場面。お岩の亡
霊が、彼女を騙し殺した伊右衛門
を、彼の両親ともども亡き者にして
しまう、まさに怪談のクライマック
スシーンです。提灯の中で人魂が回
り、やがて提灯が燃えて中からお岩
の亡霊が現れる、という歌舞伎の舞
台演出を意識したもののようです。


